
第３次鹿児島市男女共同参画計画の見直しの考え方

１．計画改定の趣旨と背景

 （１）計画改定の趣旨

 （２）計画改定の背景

本市では、令和４年３月に、男女共同参画社会形成のための行動計画として「第３次鹿児

島市男女共同参画計画」（令和４年度～１３年度）を策定し、計画期間の中間年にあたる令

和８年度に見直しを行うこととしております。

このたび、計画の進捗状況を踏まえ、社会情勢の変化等による新たな課題に対応するため、

計画の改定を行うものです。

本計画の策定以降、本市を取り巻く社会経済情勢は大きく変化し、少子高齢化や人口減少

の進行により、生産年齢人口の減少や地域の担い手不足が顕在化するとともに、単身世帯や

ひとり親世帯の増加など、世帯構造の多様化も進んでいます。

特に、若年層の大都市圏への転出が続き、女性については地元に戻って来ない傾向が続い

ている状況にあり、地域活動や経済を支える人材の確保が重要な課題となっています。

また、本計画の進捗状況は、指標の約６割が達成又は概ね達成となっており全体としては

順調である一方、地域に残る固定的性別役割分担意識や女性の管理職への登用が十分に進ん

でいない状況などの課題があります。

雇用環境においては、非正規雇用労働者が一定割合を占め、特に女性は出産・子育てや介

護などにより就業の中断やキャリア形成に影響を受けやすい状況にある中、さらに、柔軟な

働き方や仕事と家庭の両立を望む人の割合が増えており、働き方改革や職場環境の改善が重

要となっています。

国においては、「女性活躍推進法」の改正等により企業の取組強化が進められ、「第６次

男女共同参画基本計画」の策定など、多様な生き方を尊重する社会の実現に向けた施策が示

されています。

本市においては、これまで条例及び本計画に基づき施策を推進してきましたが、これまで

以上に固定的な性別役割分担意識などの解消に向けた取組は重要であると考えられ、男女間

の格差やＤＶなどへの対応が引き続き求められています。

そのため、今回の改定にあたっては、２０４０年を見据えた社会情勢や環境の変化、男女

共同参画の視点をあらゆる施策に反映するジェンダー主流化を進めながら、すべての市民が

性別にかかわりなく個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現に向け、施策を総合的

かつ計画的に推進し、「若者や女性に選ばれるまち」の実現に向けて取り組みを推進しま

す。

資料４
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２．本市の現状（成果の確認（計画の評価））

 （１）目標値の進捗状況

 （２）男女共同参画に関する市民意識調査

　 ●調査結果　※（　）はR２調査

       【基本目標】Ⅰ 男女共同参画理念のさらなる浸透

　本計画の進捗状況は、計画達成のための指標（目標値）の進捗状況と令和7年度に実施した男女共

同参画に関する市民意識調査を通じて行っています。結果については下記のとおり。

　本計画には計画達成のための指標として２０項目を設定しています。これらの指標の８年度目標

値に対する達成度をチェックし、計画の進捗状況を把握します。また、見直しにあたり、７年度の

状況を下記のとおり評価しました。

※各指標の数値及び評価は、P12~P13に掲載してい

ます。各指標の達成度をみると、a、bの評価にあたる

ものが１３と、計画全体の６５％に当たり、おおむね

順調な進捗状況といえます。

しかしながらｃにあたる評価もあり、今後のさらなる

取組が求められています。

　本市における男女共同参画の現状を把握し、今回の見直しの基礎資料とするため、令和７年６月

から8月にかけて、１８歳以上の２，０００人の市民を対象とした「男女共同参画に関する市民意識

調査」を実施しました。質問項目は可能なかぎり前回の調査（令和２年実施）と比較できるものと

しています。

①社会通念・しきたりの中で不平等な点がある

⇒女性76.8%、男性75.2%（女性73.4%、男性70.7%）

②社会全体における男女の地位の平等感

⇒「男性の方が非常に優遇されている」10.0％（8.2％）

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」61.0%（66.0%）

③性別役割分担意識に賛成

⇒女性16.0%、男性28.3%（女性15.4%、男性26.6%）

④子どもの育て方について

⇒「性別に関わりなく子どもの個性を重視」88.0%（87.4%）

⑤子どもに期待する学歴

⇒「大学まで」女の子57.0%、男の子64.6%

（女の子53.6%、男の子64.6%）

「短期大学・高等専門学校まで」女の子10.4%、男の子3.6%

（女の子13.7%、男の子3.9%）

指標の数

令和８年度の目標値を達成している a 12

現状値が令和８年度の目標値に近づいている b 1

現状値が策定時の数値とほとんど変化なし c 7

現状値が策定時の数値より後退している d 0

評　　価
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       【基本目標】Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の促進
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       【基本目標】Ⅲ 配偶者等からの暴力根絶に向けた対策の推進

⑥就労について理想と現実

「結婚や出産後も、ずっと仕事は続ける」

⇒理想36.2％（31.2％）

現実29.1％（19.52％）

⑦社会全体の女性の働きやすさ（上位２項目）

⇒女性「ある程度働きやすい」43.9％（44.0％）

「あまり働きやすいとはいえない」33.3％（34.5％）

男性「ある程度働きやすい」54.3％（50.7％）

「あまり働きやすいとはいえない」25.2％（27.9％）

⑧男性の家事・育児など

⇒「積極的にする方が良い」62.8%（55.0%）

「できるだけする方が良い」33.7%（41.7%）

⑪ＤＶについて

⇒「人権を侵害する行為である」98.6%（96.8%）

「警察や行政の相談機関が積極的に関わるべき」95.1%（93.3%）

⑫ＤＶ被害の経験

⇒「何度もあった」女性 9人に1人、男性21人に1人

（女性 7人に1人、男性18人に1人）

「1・2度あった」女性４人に1人、男性 ６人に１人

（女性 5人に1人、男性 7人に1人）
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3．計画の位置付け

 （１）鹿児島市男女共同参画推進条例に基づく「男女共同参画計画」

 （２）女性活躍推進法に基づく「市町村推進計画」を含む

 （３）ＤＶ防止法に基づく「市町村基本計画」を含む

 （４）第六次鹿児島市総合計画の分野別の個別計画

4．計画の期間

5．見直しの方向性

第6条第2項

市町村は、基本方針(都道府県推進計画が定められているときは、基本方針及び都道府県推

進計画)を勘案して、当該市町村の区域内における女性の職業生活における活躍の推進に関す

る施策についての計画(次項において「市町村推進計画」という。)を定めるよう努めるもの

とする。

第2条の3第3項

市町村(特別区を含む。以下同じ。)は、基本方針に即し、かつ、都道府県基本計画を勘案

して、当該市町村における配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に

関する基本的な計画(以下この条において「市町村基本計画」という。)を定めるよう努めな

ければならない。

第10条第1項

市長は、男女共同参画の推進に関する施策についての基本的な計画(以下「男女共同参画計

画」という。)を定めなければならない。

当初計画（令和４年度から令和１３年度まで）のうち、後期期間である令和９年度から

令和１３年度までの５年間

基本目標、施策の方向性、視点は原則継続し、推進施策、主な事業について、鹿児島市

男女共同参画推進条例を踏まえ、国の第６次男女共同参画基本計画及び令和７年度に実施

した市民意識調査の結果等を勘案して見直すことします。
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6．国・上位計画他

 （１）国の第６次男女共同参画基本計画（令和8年3月13日閣議決定）

引用：内閣府男女共同参画局資料
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 （2）女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針

    ●最新改正：令和7年11月25日閣議決定

引用：内閣府男女共同参画局資料
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 （3）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策に関する基本的な方針

　●最終改正：令和5年9月8日（令和6年4月1日施行）

改正の趣旨

DV被害の実態を踏まえた法改正（令和６年４月１日施行）に伴い、被害者支援の充実、関係

機関の連携強化及び保護命令制度の拡充等を反映するため、基本方針の見直しが行われた。

改正の概要

（１）法改正に伴う改正

ア 配偶者暴力相談支援センターが行う一時保護の委託業務に関する秘密保持義務に

関する記載を追加

イ 被害者の自立を支援するための施策に関する記載を充実

ウ 国、地方公共団体及び民間の団体の連携及び協力に関する事項に係る章を新設

・配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関連する職務に従事する者その他の

関係者により構成される協議会（以下「法定協議会」という。）の構成、参加機

関等に関する記載を追加

エ 保護命令制度の拡充に伴う記載の整理

・被害者への電話等禁止命令（法第10条第２項、第28条の２）においてしてはなら

ない行為を追加

・「電子メールの送信等」（法第10条第６項）及び位置情報に関する政令委任事項

に関する記載を追加

・子への電話等禁止命令（法第10条第３項、第28条の２）に関する記載を追加

・接近禁止命令（法第10条第１項、第28条の２）について、身体に対する暴力等

（配偶者等からの身体に対する暴力又は生命、身体、自由、名誉若しくは財産に

対し害を加える旨を告知してする脅迫をいう。以下同じ。）を受けた被害者が、

更なる身体に対する暴力等により、その生命又は心身に重大な危害を受ける

おそれが大きいときに申立て可能となったことに関する記載を追加

（２）困難な問題を抱える女性への支援に関する法律の施行に伴う改正

ア 法に基づき都道府県が策定する基本計画と困難な問題を抱える女性への支援に関

する法律等に基づき、都道府県が策定する基本計画との関係等についての記載を追加

イ 「婦人相談所」「婦人相談員」を「女性相談支援センター」「女性相談支援員」に

変更

（３）その他

ア 外国人の人権の尊重に関する記載を追加

イ 若年層への教育啓発に関する記載を追加

ウ 加害者プログラムの実施の推進等に関する記載を追加

エ その他所要の改正

出典：内閣府男女共同参画局資料
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 （4）困難な問題を抱える女性への支援に関する法律

    ●令和6年4月1日施行の概要

引用：厚生労働省資料8



 （5）困難な問題を抱える女性への支援のための施策に関する基本的な方針

　●令和5年厚生労働省告示第111号の概要

引用：厚生労働省資料

引用：厚生労働省資料
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 （6）第六次鹿児島市総合計画基本計画
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基本
目標

現況値
（計画策定時）

（R2）

Ｒ７年度
（実績）

目標値
（R8）

目標値
（R13）

出典／担当課 担当課 達成
進捗率
評価
※８

1
「男性は仕事、女性は家庭」という
固定観念を持たない市民の割合 65.7% 65.2% 78.7% 86.3%

男女共同参画に
関する市民意識
調査

男女共同参画推進課 ｃ

2
積極的に育児をしている父親の割
合

64.8% 69.5% 72.5% 78.9%
健やか親子２１ア
ンケート／母子
保健課

母子保健課 a

2
男女共同参画の
意識を高める教
育・学習の推進

3
社会全体における男女の地位が平
等であると感じている市民の割合 8.0% 7.4% 11.5% 14.4%

男女共同参画に
関する市民意識
調査

男女共同参画推進課 ｃ

4
市の審議会等における女性委員の
割合 36.4% 40.3% 40.0%

40.0%以上
60.0%以下

男女共同参画推
進課

男女共同参画推進課 ○ ａ

5
市役所における女性管理職（課長
級以上）の割合（消防局・企業を除
く）

16.5% 22.2% 22.0% 27.0%超

鹿児島市女性職
員の活躍の推進
に関する特定事
業主行動計画

人事課 ○ ａ

6
市内事業所における女性管理職の
割合 16.2% 16.1% 21.2% 24.8%

鹿児島市勤労者
労働基本調査

雇用推進課 ｃ

再
掲

市役所における女性管理職（課長
級以上）の割合（消防局・企業を除
く）

16.5% 22.2% 22.0% 27.0%超

鹿児島市女性職
員の活躍の推進
に関する特定事
業主行動計画

人事課 ○ ａ

再
掲

市内事業所における女性管理職の
割合 16.2% 16.1% 21.2% 24.8%

鹿児島市勤労者
労働基本調査

雇用推進課 ｃ

7 家族経営協定*の件数 50件 58件 62件 72件 農政総務課 農政総務課 ａ

8
市役所の男性職員の育児休業取
得率（消防局・企業・教育委員会を
除く）

30.9% 93.3% 80.0% 100.0%
鹿児島市職員子
育て支援行動計
画

人事課 ○ ａ

9
市内事業所の男性の育児休業取
得率 10.6% 40.0% 29.8% 41.8% 鹿児島市勤労者

労働基本調査
雇用推進課 ○ ａ

10 保育所等の待機児童数 216人 0人 0人 0人
鹿児島市こども
計画

保育幼稚園課 ○ ａ

11
鹿児島市イクボス推進同盟参加企
業数 81社 130社 105社 130社 こども政策課 こども政策課 ○ ａ

計画達成のための指標　　達成状況一覧

施策の方向 指　　標

Ⅰ
男
女
共
同
参
画
理
念
の

 
さ
ら
な
る
浸
透

1
男女共同参画社
会の形成に向け
た意識改革

Ⅱ
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

1
政策・方針決定過
程への女性の参
画拡大

2
働く場における男
女共同参画と女性
活躍の推進

3 ワーク・ライフ・バ
ランスの推進

※３

※３

※２

※２

※５

★削減目標

太枠□は３次計画で新たに設定した指標

第３次男女共同参画計画

(R1)

(R1)

(R11)

(H30)

(R11)

(R11)(R6)

(R6)

(R6)

※１

※１

※４
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基本
目標

現況値
（計画策定時）

（R2）

Ｒ７年度
（実績）

目標値
（R8）

目標値
（R13）

出典／担当課 担当課 達成 進捗率
評価

12 自治会長に占める女性の割合 9.5% 12.2% 11.3% 12.8%
男女共同参画推
進課

男女共同参画推進課 ○ ａ

13 消防吏員に占める女性の割合 1.8% 2.2% 3.0% 3.5%超

鹿児島市消防局
女性職員の活躍
の推進に関する
特定事業主行動
計画

消防局総務課 ｂ

14

「一人ひとりの人権や多様性が尊
重され、誰もが個性と能力を発揮で
きるまちづくりが進んでいる」と感じ
る市民の割合

17.1% 23.1% 22.1% 24.6%
第六次総合計画
に係る市民意識
アンケート調査

人権推進課 ○ ａ

15
女性の採用を積極的に行っている
事業所の割合

55.1% 56.9% 67.9% 75.9% 鹿児島市勤労者
労働基本調査

雇用推進課 ｃ

16 子宮がん検診受診率（20歳以上） 22.3% 22.0% 60.0% 60.0% 保健予防課 保健予防課 ｃ

17 乳がん検診受診率（40歳以上） 13.8% 14.7% 60.0% 60.0% 保健予防課 保健予防課 ｃ

18
ＤＶについて学んだことがある人の
割合（16歳～64歳）

39.2% 62.5% 57.4% 70.4%

（～R4）事故やけ
がに関するアン
ケート調査
（R7～）男女共同
参画に関する市
民意識調査

男女共同参画推進課 ○ ａ

19 ＤＶ相談窓口の認知度 79.7% 79.6% 91.6% 100%

（～R4）事故やけ
がに関するアン
ケート調査
（R7～）男女共同
参画に関する市
民意識調査

男女共同参画推進課 ｃ

2
男女共同参画を
阻害する暴力へ
の対策の推進

20
セクシュアル・ハラスメント等の防止
に関する措置を実施している市内
事業所の割合

36.7% 67.7% 49.8% 57.9% 鹿児島市勤労者
労働基本調査

雇用推進課 ○ ａ

※１ 「第二次鹿児島市女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（令和３年度～６年度）」の目標値

※２ 「第三次鹿児島市女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（令和７年度～１１年度）」の目標値

（上方修正された場合はその値に読み替える）

※３ 県内事業所の管理的地位（課長相当職）に占める女性の割合

※４ 「第二次鹿児島市職員子育て支援行動計画（令和２年度～６年度）」の目標値

※５ 「第三次鹿児島市職員子育て支援行動計画（令和７年度～１１年度）」の目標値

（上方修正された場合はその値に読み替える）

※６ 「第二次鹿児島市消防局女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（令和３年度～６年度）」の目標値

※７ 「第三次鹿児島市消防局女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（令和７年度～１１年度）」の目標値

（上方修正された場合はその値に読み替える）

※８ （参考）ＫＰＩ評価基準の進捗率評価

　【計算式】進捗率＝（Ｒ７実績値－基準値）／（Ｒ８目標値－基準値）

　　ａ：十分に達成されている　（３６％以上）

　　ｂ：概ね達成されている　　 （２８～３６％以上）

　　ｃ：あまり達成されていない（２８％未満）

Ⅲ
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
根
絶
に

　
向
け
た
対
策
の
推
進

1
配偶者等からの
暴力防止及び被
害者支援

施策の方向 指　　標

Ⅱ
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

4
地域・防災におけ
る男女共同参画
の推進

5
一人ひとりの人権
の尊重と自立への
支援

※７

(H30)

(R1)

(R1)

(H30)

(R11)(R6)

※６

(R3)

※R7（18歳～64歳)
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